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学
園
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

イ
エ
ロ
ー
は
「
活
力
」
と
「
勇
気
」
を
表
し
、

三
本
の
柱
は
学
生
・
生
徒
・
園
児
、
教
職
員
、

同
窓
生
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

ブ
ル
ー
は
「
理
想
」
と
「
若
さ
」
を
表
し
、
五

本
の
柱
は
五
つ
の
教
育
目
標
を
象
徴
し
て
い
ま

す
。

そ
し
て
、
八
本
の
柱
が
一
体
と
な
り
、
東
京
成

徳
学
園
と
そ
の
学
園
に
集
う
人
々
の
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
テ
ィ
を
作
り
上
げ
る
姿
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

表紙　中学・高校  弓道部
　学園の耐震化対策の一環として、平成 24 年に耐震改築され
た弓道場。部員たちの的を狙う鋭い眼差し。

J a n u a r y  2 0 1 5   vol.37
C O N T E N T S

P	 3 巻頭言「短期大学 50 周年を思う」
理事長　木内 秀樹

P	 4 学園の動き

P	 5 インチョン 2014　アジアパラ競技大会出場 金・銀・銅メダルの活躍
高等学校　1 年　池 愛里さん

P	 6 東京成徳学園の歩み⑤
学園創立 80 周年から 90 周年へ

P	 8 ひと『活躍する卒業生』
後援会顧問
藪﨑 千恵子さん（中学・高等学校卒業）
学園評議員　後援会会長
藪﨑 精克さん（幼稚園卒園）
後援会副会長
川北 水江さん（中学・高等学校卒業）
臼倉 桂子さん（中学・高等学校・短期大学卒業）

P	 10 教育活動
グローバル人材の育成

P	 12 進路状況

P	 14 TOPICS
大学院　大学 十条台キャンパス　大学 八千代キャンパス　短期大学
中高一貫部　高等部　深谷中学校　深谷高校　幼稚園　第二幼稚園

P	 20 入試カレンダー・お問い合わせ先



— 3 —

巻頭言

十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス

　

本
年
は
学
園
創
立
90
周
年
、
そ
し
て
、

短
期
大
学
50
周
年
の
節
目
の
年
で
す
。

　

短
期
大
学
は
、
昭
和
40
年
に
現
在
の
北

区
十
条
台
に
開
学
し
ま
し
た
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年
に
あ
た
り
、
高
度
経
済

成
長
期
が
始
ま
る
活
気
あ
る
時
代
で
し
た
。

　

我
国
で
は
、
戦
後
に
教
育
制
度
の
根
本

的
な
改
革
が
行
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
６
・
３
・

３
・
４
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ

ま
し
た
。
当
初
短
期
大
学
は
暫
定
的
な
制

度
と
な
り
ま
し
た
が
。
昭
和
39
年
に
学
校

教
育
法
が
改
正
さ
れ
、
大
学
の
枠
内
に
お

い
て
短
期
大
学
の
恒
久
化
が
実
現
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
全
国
で
多
く
の
短
期
大
学

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
で

は
少
子
化
や
４
年
制
大
学
へ
の
志
向
の
高

ま
り
の
中
で
、
大
幅
に
校
数
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
本
学
も
開
学
時
は
文
科
100
名
の

入
学
定
員
で
始
ま
り
、
一
時
は
３
科
630
名

と
な
り
ま
し
た
が
、
四
大
へ
の
転
換
な
ど

に
よ
り
現
在
で
は
幼
児
教
育
科
の
み
180
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
短
期
大
学

自
体
の
使
命
が
終
わ
っ
た
訳
で
な
く
、
資

格
が
取
れ
る
分
野
は
相
変
わ
ら
ず
人
気
が

あ
り
、
本
学
も
志
願
者
は
2.5
倍
程
度
の
倍

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
募
集
に
関
し

て
は
、
都
内
の
Ｊ
Ｒ
駅
か
ら
徒
歩
５
分
の

至
近
に
あ
る
立
地
の
良
さ
の
恩
恵
を
受
け

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
選
定
に
あ
た
っ
て
第
三
代

理
事
長
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
他
の
短
大
は
附
属
高
校
と
同
一
の

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
、
大
学
と
中
学
・
高
校
と
で
は
生
徒

指
導
の
方
法
が
異
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

大
学
で
は
、
比
較
的
自
由
な
雰
囲
気
が
必

要
で
あ
る
が
、
中
学
・
高
校
で
は
厳
し
い

し
つ
け
を
必
要
と
す
る
場
合
も
あ
る
の
で

短
大
は
別
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
作
る
方
が
よ

い
と
思
っ
て
い
た
。」
と
、
以
上
の
考
え

で
適
地
を
探
し
、
北
区
内
の
米
軍
キ
ャ
ン

プ
に
使
用
さ
れ
て
い
た
国
有
地
を
昭
和
36

年
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
学
時
、
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷
地

は
７
２
２
７
㎡
で
し
た
が
平
成
６
年
に
隣

地
１
２
３
２
０
㎡
を
取
得
し
、
現
在
の

１
９
５
４
７
㎡
（
５
９
２
３
坪
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
隣
地
取
得
に
つ
い
て
は
、

当
時
副
学
長
で
あ
っ
た
故
鎌
田
正
先
生
の

お
力
が
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
時

鹿
島
建
設
の
所
有
地
で
、
既
に
マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
築
が
決
ま
っ
て
い
た
土
地
を
石
川

六
郎
会
長
の
決
断
で
学
園
に
譲
っ
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
。
実
は
石
川
会
長
は
、
東

京
高
等
師
範
附
属
中
学
校
（
現 

筑
波
大

学
附
中
・
高
）
に
在
学
中
、
鎌
田
先
生
の

ク
ラ
ス
の
教
え
子
で
し
た
。
そ
の
後
、
私

も
石
川
会
長
を
お
訪
ね
す
る
機
会
が
何
回

か
あ
り
、
兄
と
と
も
に
学
校
の
後
輩
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
大
い
に
励
ま
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

世
の
中
と
い
う
の
は
不
思
議
な
も
の
で
、

何
か
を
成
し
遂
げ
る
時
は
、
必
ず
と
い
っ

て
よ
い
程
「
運
と
縁
」
が
あ
る
も
の
で
す
。

こ
の
時
は
鎌
田
先
生
が
本
学
に
い
ら
っ

し
ゃ
ら
な
け
れ
ば
現
在
の
十
条
台
キ
ャ
ン

パ
ス
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

縁
に
支
え
ら
れ
て

　

人
の
縁
と
い
う
こ
と
で
は
、
第
三
代
理

事
長
は
『
短
期
大
学
二
十
年
史
』
の
中
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「『
教
育
は

人
な
り
』
と
い
わ
れ
る
。
よ
き
教
師
集
団

の
招
致
こ
そ
最
重
要
で
あ
り
、
何
よ
り
も

働
き
易
い
環
境
づ
く
り
を
大
切
に
し
た
い
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
多
く
の
科
学
的

業
績
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
人
の
『
心
構

え
』
と
『
人
と
な
り
』
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
言
っ
て
い
る
。
本
学
に
職
を
奉
ず
る

者
は
旺
盛
な
研
究
心
を
持
つ
と
同
時
に
教

育
愛
に
燃
え
る
集
団
で
あ
り
、
特
に
人
間

関
係
（
教
師
間
、
教
職
員
と
学
生
・
卒
業

生
）
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
。
私
は
こ
れ

ら
人
間
関
係
の
総
合
さ
れ
た
持
続
的
な
姿

こ
そ
学
園
と
呼
び
た
い
。」
こ
の
言
葉
の

通
り
短
期
大
学
は
開
学
時
か
ら
他
の
大
学

に
ひ
け
を
取
ら
な
い
優
秀
な
教
授
陣
を
揃

え
て
い
ま
し
た
。

　

学
長
に
東
京
教
育
大
学
元
文
学
部
長

の
熊
沢
龍
氏
、
科
長
に
国
立
国
語
研
究
所

元
所
長
で
国
語
学
の
権
威
で
あ
る
西
尾
実

氏
、
英
語
で
は
東
京
教
育
大
学
の
飯
島
東

太
郎
氏
ら
が
名
を
連
ね
ま
し
た
。
特
に
父

は
西
尾
先
生
に
教
壇
に
立
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
熱
望
し
て
お
り
、
先
生
を
訪
ね
「
美

し
い
日
本
語
を
確
立
し
た
い
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
就
任
を
懇
願
し
、

先
生
か
ら
快
諾
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
日
の
我
家
の
夕
食
で
は
、
そ
の
こ
と
を

と
て
も
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
た
父
の
様

子
を
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。

先
生
の
存
在
は
本
学
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
も
の
と
な
り
、
開
学
後
、
助
教
授

や
講
師
の
先
生
方
も
学
生
と
と
も
に
そ
の

講
義
を
聴
講
し
た
こ
と
が
語
り
草
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
前
述
の
鎌
田
正
先

生
も
昭
和
50
年
に
国
文
科
長
と
し
て
着
任

さ
れ
後
に
副
学
長
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
日

本
の
漢
文
学
の
権
威
と
し
て
高
名
な
学
者

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
短
期
大
学
は
、
多
く
の

人
々
の
「
縁
と
支
え
」
を
賜
り
本
年
50
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
短
期
大
学
50
周
年
を
思
う
」

東
京
成
徳
学
園
理
事
長
　
木
内
　
秀
樹
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学園の動き

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
開
催
に
向
け
た
大
学
・
短
期

大
学
連
携
に
係
る
協
定
書
の
締
結

　

大
学
及
び
短
期
大
学
で
は
、
平
成
26
年

12
月
１
日
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

成
功
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
を
活
用

し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
推
進
や
大

会
機
運
の
醸
成
等
の
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
に
、
一
般
財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組

織
委
員
会
と
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し

た
。

大
学
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス

新
校
舎
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

大
学
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
６
月
末

に
完
成
し
た
校
舎
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
を
９
月
19
日
に
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
設
計
・
監
理
の
株
式
会
山
下
設
計
、

建
築
の
清
水
建
設
株
式
会
社
の
各
代
表
の

方
を
お
招
き
し
、
後
期
授
業
か
ら
校
舎
を

使
用
す
る
学
生
と
と
も
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
楷
の
木
ホ
ー
ル

の
こ
け
ら
落
と
し
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ
れ
、

ピ
ア
ノ 
木
村
京
平
さ
ん
、
歌 

興
梠
み
ど

り
さ
ん
に
よ
る
Ｓ.

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
作
曲

「
絵
画
的
練
習
曲
ハ
長
調
作
品
33

−

２
」
と

ワ
ー
グ
ナ
ー
作
曲
歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」

よ
り
、
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
の
ア
リ
ア
「
汝
、

貴
き
殿
堂
よ
」
が
奏
で
ら
れ
ま
し
た
。

創
立
90
周
年
に
つ
い
て

　

東
京
成
徳
学
園
は
今
年
創
立
90
周
年

を
迎
え
ま
す
。
10
年
前
に
実
施
さ
れ
た
創

立
80
周
年
記
念
事
業
は
、
こ
の
10
年
間
の

礎
と
な
り
学
園
を
大
き
く
成
長
さ
せ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
創
立
90
周
年
で
は
、
次

の
10
年
後
、
創
立
100
周
年
の
時
に
東
京
成

徳
学
園
が
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
「
東
京
成

徳
ビ
ジ
ョ
ン
100
」
を
策
定
し
、
発
表
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
の
主
な
行
事

・�「
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ
ン
100
」
の
策
定
と
発
表

・�

大
学
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
新
校
舎
竣
工

式
の
開
催

・�

短
大
創
立
50
周
年
記
念
誌
の
発
行
及
び

記
念
式
典
の
開
催

染
谷
一
子
評
議
員

旭
日
双
光
章
授
与
さ
れ
る

　

昨
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
中
学
・
高
校

同
窓
会
長
で
あ
り
学
園
評
議
員
を
務
め

ら
れ
て
い
る
染
谷
一
子
さ
ん
に
旭
日
双

光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
染
谷
さ
ん
は

蕨
市
議
会
議
員
を
永
ら
く
務
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

学
園
の
動
き

異
動

退
職

採
用学
園
人
事　
平
成
26
年
８
月
―
平
成
27
年
１
月

中
学
・
高
校

大
学
事
務
局

所　

属

中
学
・
高
校

大
学
事
務
局

大
学
所　

属

中
学
・
高
校

大
学
事
務
局

所　

属

氏　

名

氏　

名

氏　

名

有

馬

雅

憲

古

山
　
　

尚

道
　
堀
　
嘉
奈
子

堀

江

佳

奈

吉
　
成
　
ト
モ
子

幅

岸

秀

樹

黒

澤

里

香

増
　
尾
　
伸
一
郎

下

村

信

子

野
　
平
　
真
由
美

田

熊

清

泉

春

日

信

平

総
務
課
長

大
学
院
事
務
室
係
長

入
試
広
報
課

総
合
事
務
室
配
属
・
役
職

寮総
務
課
長

総
務
課

人
文
学
部
日
本
伝
統
文
化
学
科
教
授

配
属
・
役
職

寮八
千
代
総
務
課

総
務
課

学
生
生
活
課
配
属
・
役
職

大
学
学
生
支
援
課
課
長

八
千
代
総
務
課
係
長

総
合
事
務
室

入
試
広
報
課

前
任
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インチョン 2014　アジアパラ競技大会出場

　

平
成
26
年
10
月
18
日
か
ら
24
日
ま
で

韓
国
・
仁
川
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
パ
ラ

競
技
大
会
に
お
い
て
、
水
泳
50
ｍ
自
由
形

（
運
動
機
能
障
害
）
に
お
い
て
優
勝
し
、

他
に
100
ｍ
自
由
形
で
銀
、
400
ｍ
自
由
形
、

100
ｍ
背
泳
ぎ
に
お
い
て
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
、
100
ｍ
平
泳
ぎ
に
お
い
て
４
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
に
出
場
し
て

池　

愛
里

　

10
月
18
日
か
ら
韓
国
で
開
催
さ
れ
た

ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
に
競
泳
日
本
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
６
種
目
に
出

場
し
４
つ
の
メ
ダ
ル
を
獲
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
日
本
選
手
団
の
最
年
少
と
し

て
出
場
し
、
緊
張
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

あ
っ
た
中
で
し
っ
か
り
結
果
を
残
す
こ

と
が
出
来
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
自
信
に

な
り
ま
し
た
。
来
年
に
は
世
界
選
手
権
、

２
年
後
に
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
結
果
に

満
足
せ
ず
、
日
々
前
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

帰
国
後
、
体
育
館
で
行
わ
れ
た
報
告
会

で
は
、
４
つ
の
メ
ダ
ル
を
首
に
か
け
て
披

露
。「
皆
さ
ま
の
応
援
の
お
蔭
」
と
感
謝

の
言
葉
と
共
に
「
今
後
の
決
意
」
を
堂
々

と
述
べ
ま
し
た
が
「
競
技
の
本
番
よ
り
緊

張
し
ま
し
た
。」
と
の
こ
と
。

　

池
さ
ん
は
日
本
代
表
選
手
指
導
経
験

の
長
い
峰
村
史
世
コ
ー
チ
が
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
育
成
を
掲
げ
た
チ
ー
ム

M
IN

E
M

U
R

A
 P

ara S
w

im
 S

quad

の

一
員
で
す
。
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
る
た
め

に
、「
よ
く
食
べ
、
充
分
な
睡
眠
を
と
っ

て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。」

　

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
毎
日
ス
ポ
ー
ツ
人
賞
『
新
人
賞
』
受
賞

（
主
催
毎
日
新
聞
社
）

　

こ
の
賞
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
な

ど
、
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
、
将
来
を
期
待

さ
れ
る
選
手
に
贈
ら
れ
ま
す
。

イ
ン
チ
ョ
ン
２
０
１
４　

ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
出
場 

金
・
銀
・
銅
メ
ダ
ル
の
活
躍

東
京
成
徳
大
学
高
等
学
校　

１
年　

池 

愛
里
さ
ん

東
京
成
徳
大
学
深
谷
高
等
学
校
出
身
の
高
桑

早
生
さ
ん
（
慶
応
義
塾
大
学
）
は
選
手
団
の

旗
手
を
務
め
、
陸
上
（
女
）
100
ｍ
（
T44
・
T47
）

に
お
い
て
銅
メ
ダ
ル
の
活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
。

2014 年 10 月 23 日　朝日新聞夕刊 9 面
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高
等
教
育
部
門
の
拡
大
・
充
実

　

平
成
17
年
９
月
に
就
任
さ
れ
た
木
内

秀
俊
理
事
長
は
、
学
園
を
取
り
巻
く
環
境

変
化
な
ど
に
対
し
、「
不
易
流
行
」
の
考

え
方
で
臨
ま
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
建
学

の
精
神
を
現
代
に
即
し
て
解
釈
し
、
そ
の

教
育
面
で
の
実
体
化
を
図
る
と
い
う
こ

と
が
「
不
易
」
の
部
分
で
あ
り
、
教
育
分

野
、
教
育
手
段
な
ど
に
つ
い
て
柔
軟
に
変

化
に
対
応
し
、
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が

「
流
行
」
の
部
分
で
あ
る
と
い
う
考
え
で

す
。

　

学
園
の
大
き
な
力
を
結
集
・
一
体
化
す

べ
く
大
学
院
か
ら
幼
稚
園
ま
で
の
幹
部

が
集
う
部
門
合
同
会
議
を
開
催
さ
れ
、
ま

た
、
学
園
の
教
育
力
向
上
と
財
務
体
質
強

化
の
た
め
中
期
事
業
計
画
策
定
し
推
進

さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
学
長
を
兼
務
さ
れ
た
大
学
を
中

心
に
高
等
教
育
部
門
の
充
実
・
発
展
に
注

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
に
、
人
文
学
部
の
福
祉
心
理

学
科
と
臨
床
心
理
学
科
を
分
離
し
て
応

用
心
理
学
部
を
設
置
し
、
さ
ら
に
、
平
成

21
年
に
は
、
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科

を
増
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
条
台
キ
ャ

ン
パ
ス
に
経
営
学
部
を
、
翌
年
に
は
人
文

学
部
観
光
文
化
学
科
を
設
置
し
、
収
容
定

員
も
２
千
名
を
越
え
る
ま
で
に
発
展
さ

せ
ま
し
た
。
一
方
で
短
期
大
学
の
改
組
整

備
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
高
等

教
育
改
革
の
結
果
、
平
成
５
年
八
千
代

キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
学
し
た
当
時
は
１
学

部
３
学
科
で
し
た
が
、
現
在
は
十
条
台

キ
ャ
ン
パ
ス
と
合
わ
せ
て
４
学
部
８
学

科
の
規
模
に
充
実
し
ま
し
た
。

　

大
学
院
で
は
、
平
成
15
年
に
設
置
さ
れ

た
博
士
課
程
に
お
い
て
平
成
18
年
３
月

に
博
士
後
期
課
程
を
修
了
し
た
３
名
に

対
し
、本
学
園
と
し
て
初
め
て
「
博
士
（
心

理
学
）」
の
学
位
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
義
務
化
さ
れ
て
い
る
文
部
科
学
大

臣
が
認
証
し
た
評
価
機
関
に
よ
る
第
三
者

評
価
を
平
成
19
年
度
に
短
期
大
学
、
平
成

20
年
度
に
大
学
が
評
価
を
受
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
評
価
機
関
よ
り
評
価
基
準
を
満
た
し

て
お
り
「
適
格
」
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

木
内
秀
俊
理
事
長
は
平
成
25
年
３
月

を
も
っ
て
大
学
長
と
短
期
大
学
長
を
退

任
さ
れ
、
海
保
博
之
先
生
が
大
学
の
新
学

長
、
木
内
秀
樹
先
生
が
短
期
大
の
新
学
長

と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
大
学
は
創
立
20
周
年
を
迎

え
、
記
念
企
画
と
し
て
「
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
」、「
応
援
歌
」、「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

の
公
募
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
11
月

に
は
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
ベ
イ
に
お

い
て
創
立
20
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
、
ご
来
賓
、
学
生
代
表
、
教
職
員
を
は

じ
め
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
参
列
さ
れ
ま

し
た
。
公
募
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
表
彰
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
と
っ
く
ん
」
の
登
場
に
、
会
場

は
沸
き
、
人
気
者
と
な
り
ま
し
た
。

共
学
化
の
推
進

　

創
立
者
菅
澤
重
雄
先
生
は
創
立
時
の

状
況
を
踏
ま
え
、「
国
家
の
興
隆
は
教
育

に
あ
り
、
特
に
女
子
教
育
の
レ
ベ
ル
を
高

め
な
け
れ
ば
あ
り
え
な
い
」
と
説
か
れ
、

爾
来
学
園
は
女
子
教
育
に
専
念
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
５
年
に
大
学
を

開
学
し
た
の
を
契
機
に
、
順
次
中
学
、
高

校
、
短
期
大
学
の
共
学
化
を
推
進
し
、
現

在
は
全
て
共
学
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
園

全
体
で
み
る
と
、
平
成
11
年
の
学
生
・
生

徒
の
男
子
比
率
は
約
20
％
で
し
た
が
平

成
26
年
に
は
42
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
等
教
育
部
門
の
充
実

　

中
学
・
高
等
学
校
で
は
時
代
に
即
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
重
ね
進
学
実
績

の
改
革
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
色

あ
る
教
育
と
し
て
「
自
分
を
深
め
る
学

習
」
や
中
学
校
の
「
サ
タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
な
ど
の
人
間
性
を
深
め
る
情
操
教
育

や
他
分
野
へ
の
興
味
関
心
を
涵
養
す
る

教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
に
東
京
成
徳
大
学
深

東
京
成
徳
学
園
の
歩
み
⑤ 

―
学
園
創
立
80
周
年
か
ら
90
周
年
へ
―

第四代理事長  木内秀俊先生（現  学園長先生） 平成22年初めての高等教育部門（大学院、大学、短期大学）合同入学式
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谷
中
学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。
確
か
な
学

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
深
谷
高

等
学
校
と
の
一
貫
教
育
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
深
谷
高
等
学
校
は
創
立

50
周
年
を
迎
え
、10
月
に
総
合
体
育
館（
Ｆ

ア
リ
ー
ナ
）
に
お
い
て
記
念
式
典
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

木
内
四
郎
兵
衛
先
生
の
ご
逝
去

　

平
成
18
年
２
月
に
木
内
四
郎
兵
衛
先
生

が
ご
逝
去
さ
れ
、
４
月
護
国
寺
桂
昌
殿
に

お
い
て
学
園
葬
が
し
め
や
か
に
営
ま
れ
ま

し
た
。
先
生
は
昭
和
21
年
に
東
京
成
徳
高

等
女
学
校
に
副
校
長
と
し
て
着
任
さ
れ
、

昭
和
50
年
に
理
事
長
に
就
任
、
60
年
余
の

長
期
間
に
亘
り
、
学
園
の
た
め
に
教
育
者

と
し
て
先
見
性
と
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
に
基

づ
く
新
構
想
、
長
期
計
画
の
具
現
に
全
力

を
尽
く
さ
れ
学
園
を
総
合
学
園
に
ま
で
発

展
さ
せ
る
と
い
う
大
き
な
業
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
学
外
に
お
い
て
も
私
学

教
育
の
先
頭
に
立
ち
、
広
く
全
国
私
学
の

振
興
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

90
年
。
そ
し
て
100
年
に
向
け
て

　

平
成
25
年
５
月
に
木
内
秀
俊
理
事
長
は

学
園
長
、
木
内
秀
樹
副
理
事
長
が
第
５
代

理
事
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
内
秀
樹
理
事
長
は
就
任
に
あ
た
り
、

100
年
に
ま
で
の
十
余
年
の
課
題
を
以
下
の

よ
う
に
示
し
ま
し
た
。

①
学
園
の
一
本
化

②
各
学
校
の
目
標
設
定

③
校
舎
建
替
え
、
設
備
の
充
実

④
大
学
の
充
実

⑤
中
学
・
高
校
の
充
実

⑥
幼
稚
園
の
充
実

こ
れ
ら
を
具
体
的
に
実
現
さ
せ
て
い
く
方

針
と
し
て
創
立
100
周
年
の
学
園
と
各
校
の

将
来
像
を
構
想
す
る
「
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ

ン
100
」
の
策
定
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
「
建
学
の
精
神
」
は
学
校
に
と
っ
て
不

易
な
も
の
で
あ
り
、
時
を
経
て
も
そ
の
意

義
を
失
わ
な
い
も
の
で
す
が
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
、
教
育
に
活
か
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
学
園

及
び
各
校
の
将
来
像
「
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ

ン
100
」
を
策
定
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
目

標
を
共
有
し
、
在
校
生
、
卒
業
生
、
教
職

員
な
ど
の
オ
ー
ル
成
徳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ベ
ク
ト
ル
を
束
ね
る
役
割
を
果
た
す
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
３
月
の
学
園
理
事
会
で
学
園

全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
『「
成
徳
」
の

精
神
を
持
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
』
と
い
う
理
念
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
各
校
が
ど
の

よ
う
に
行
動
す
る
べ
き
か
の
方
針
を
策
定

し
、
学
園
創
立
90
周
年
の
平
成
27
年
秋
に

「
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ
ン
100
」
の
公
表
を
計

画
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

 

（
お
わ
り
）

中高一貫部合唱祭幼稚園お楽しみ会「ピーターパン」の熱演

深谷高等学校オーストラリア修学旅行第二幼稚園地域との交流
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ひと

ひ
と
『
活
躍
す
る
卒
業
生
』

中
学
・
高
等
学
校	

（
昭
和
28
年
３
月
卒
業
）

後
援
会
顧
問薮

﨑 

千
恵
子
さ
ん（
母
）

幼
稚
園	

（
昭
和
41
年
３
月
卒
園
）

学
園
評
議
員
・
後
援
会
会
長

薮
﨑 

精
克
さ
ん
（
息
子
）

中
学
・
高
等
学
校	

（
昭
和
35
年
３
月
卒
業
）

後
援
会
副
会
長

川
北 

水
江
さ
ん
（
母
）

中
学
・
高
等
学
校	

（
昭
和
61
年
３
月
卒
業
）

短
期
大
学
幼
児
教
育
科	

（
昭
和
63
年
３
月
卒
業
）

臼
倉 

桂
子
さ
ん
（
娘
）

　

親
・
子
・
孫
の
３
代
に
わ
た
っ
て
学
園

に
進
学
さ
れ
、
長
い
ご
縁
を
頂
い
て
い
る

２
組
の
親
子
に
往
時
の
学
園
の
様
子
を

お
聴
き
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
入
学
さ
れ
た
き
っ
か
け
・
思
い
出
は

千
恵
子
さ
ん
：
私
は
昭
和
22
年
に
高
等
女

学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
卒
業
は
学
制
改

革
が
あ
り
高
校
で
す
。
高
校
３
年
（
昭
和

28
年
）
の
時
、
幼
稚
園
が
で
き
、
入
園
試

験
の
手
伝
い
を
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

私
の
父
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
を
や
っ
て
お

り
木
内
四
郎
兵
衛
先
生
と
親
し
く
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

卒
業
後
に
縁
あ
っ
て
木
内
先
生
よ
り
、

通
称
「
ヤ
ブ
サ
キ
校
舎
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
校
舎
を
建
て
た
建
築
請
負
業
の
義
父

薮
﨑
鎌
三
郎
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）
の
息
子
和

伸
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
ご
夫
妻
の

ご
媒
酌
で
昭
和
33
年
３
月
３
日
に
結
婚

し
ま
し
た
。
翌
年
長
女
、
年
子
で
長
男
精

克
、
更
に
妹
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
先
生
の

奥
様
に
勧
め
ら
れ
、
子
ど
も
は
成
徳
幼
稚

園
、
中
学
は
共
学
の
方
が
良
い
と
思
い
公

立
へ
、
娘
は
み
な
高
校
は
成
徳
で
、
次
女

は
短
大
の
幼
児
教
育
科
で
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

精
克
さ
ん
：
私
は
幼
稚
園
に
姉
と
い
っ

し
ょ
に
通
い
ま
し
た
。
時
々
、
朝
の
支
度

が
遅
れ
、
送
迎
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
バ
ス
は
待
っ

て
は
く
れ
な
い
の
で
、
家
の
材
木
を
運
ぶ

ト
ラ
ッ
ク
で
園
庭
ま
で
乗
り
付
け
、
子
ど

も
心
に
恥
ず
か
し
か
っ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
帰
り
も
バ
ス
停
ま
で
誰
も
迎
え
に

出
て
い
な
い
と
ま
た
幼
稚
園
に
戻
さ
れ
、

ト
ラ
ッ
ク
で
迎
え
に
き
て
も
ら
う
始
末

で
し
た
。

千
恵
子
さ
ん
：
当
時
の
幼
稚
園
は
２
年
保

育
で
長
女
が
年
長
の
時
、
母
の
会
の
副
会

長
を
務
め
ま
し
た
。
３
月
３
日
講
堂
で
お

ひ
な
祭
り
を
行
っ
た
時
、
大
雪
と
な
っ
て

み
な
帰
れ
な
く
な
り
大
変
だ
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
３
人
の
娘
が
高
校
在
学
中

の
時
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
副
会
長
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

水
江
さ
ん
：
私
は
昭
和
29
年
に
中
学
に
入

学
し
ま
し
た
。
面
接
試
験
の
時
、
父
が
付

添
い
で
き
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
父
は

メ
ッ
キ
・
工
業
薬
品
な
ど
の
販
売
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
木
内
四
郎
兵
衛
先
生
と

戦
争
の
話
な
ど
で
、
気
が
合
い
と
て
も
仲

良
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
学
校
の
用
事
が

あ
る
と
い
う
と
父
親
は
喜
ん
で
オ
ー
ト

バ
イ
で
学
校
に
駆
け
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
高
校
の
時
、
体
育
の
Ｆ
先
生
に
ま

る
で
親
か
姉
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
と
相

談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
、
結
婚
の
時
も
先

生
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
長
女
（
桂

子
さ
ん
）
が
生
ま
れ
た
時
は
、
こ
の
子
は

成
徳
に
入
れ
る
と
決
め
て
勉
強
を
さ
せ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
中
学
の
入
試
の

試
験
日
を
忘
れ
て
受
験
せ
ず
Ｆ
先
生
に

ひ
ど
く
叱
ら
れ
ま
し
た
。
幸
い
２
次
募
集

が
あ
っ
て
そ
れ
を
受
験
で
き
ま
し
た
。
娘

の
在
学
中
は
千
恵
子
さ
ん
の
お
嬢
さ
ん

も
学
年
は
違
い
ま
し
た
が
在
学
中
で
御

一
緒
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
（
会
計
）
を
務
め

ま
し
た
。

桂
子
さ
ん
：
中
学
は
公
立
の
学
校
に
進
学

す
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
母
親
に
つ
れ

ら
れ
て
学
校
の
図
書
室
で
ペ
ー
パ
ー
テ

ス
ト
の
後
、
親
子
の
面
接
が
あ
り
初
め
て

て
母
が
成
徳
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
当
時
は
入
学
生
も
少
な
く

僅
か
２
ク
ラ
ス
で
し
た
。

薮﨑千恵子さん　　　　　　　　精克さん

川北水江さん　　　　　　　　臼倉桂子さん
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ひと

千
恵
子
さ
ん
：
私
の
時
も
２
ク
ラ
ス
で
家

政
科
の
私
た
ち
は
い
つ
も
普
通
科
の
人

か
ら
笑
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

水
江
さ
ん
：
私
も
中
学
の
時
は
２
ク
ラ

ス
、
そ
れ
が
高
校
に
入
る
と
10
ク
ラ
ス
に

な
り
大
変
驚
き
ま
し
た
。

桂
子
さ
ん
：
私
が
高
校
の
時
は
人
数
が
全

校
で
５
千
人
位
、
学
年
で
36
ク
ラ
ス
あ

り
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
は
足
り
ず
FA
と

か
FZ
と
い
う
表
示
で
し
た
。
２
年
生
の
11

月
に
生
徒
会
役
員
の
選
挙
が
あ
り
、
私
は

会
長
に
立
候
補
し
ま
し
た
。
学
年
ご
と
に

立
会
演
説
会
が
あ
り
所
信
を
発
表
し
た

の
で
す
が
、
千
人
以
上
の
人
前
で
話
す
の

は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
。「
生
徒
会
を
身
近
な
も
の
に
し

た
い
」
と
訴
え
２
千
２
百
票
近
く
い
た
だ

き
当
選
し
ま
し
た
。
当
選
し
て
か
ら
改
め

て
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
翌
年

の
60
周
年
記
念
式
典
・
慰
霊
祭
で
会
長
と

し
て
旗
手
を
務
め
校
旗
が
と
て
も
重
く

大
変
だ
っ
た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
女
性
は
幼
児
教
育

を
学
ぶ
の
が
よ
い
と
思
い
短
大
に
進
み

ま
し
た
。

　

印
象
深
い
学
生
生
活
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
の
で
私
も
、
母
と
同
じ
く
、
子

ど
も
は
成
徳
に
入
学
さ
せ
よ
う
と
思
い
、

お
陰
さ
ま
で
高
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

精
克
さ
ん
：
私
は
娘
が
中
学
受
験
の
時
、

や
は
り
共
学
が
良
い
と
考
え
て
い
た
ら

丁
度
中
高
一
貫
校
が
で
き
、
そ
の
一
期
生

と
し
て
入
学
で
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
私
は

家
業
の
建
築
会
社
を
継
い
で
い
た
の
で

非
常
に
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
た

の
で
す
が
、
私
が
不
在
の
時
木
内
四
郎
兵

衛
理
事
長
が
来
社
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員

を
や
れ
と
強
い
要
請
が
あ
っ
た
の
で
会

計
を
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。
最
初
の
年

は
社
業
が
激
務
の
た
め
出
席
率
が
悪
く

先
輩
に
「
お
前
は
評
判
が
悪
い
！
」
と
活

を
入
れ
ら
れ
た
の
で
２
年
目
か
ら
は
責

任
あ
る
副
会
長
と
し
て
務
め
会
長
も
３

年
の
任
期
を
全
う
し
ま
し
た
。「
や
る
な

ら
楽
し
く
や
ろ
う
！
」
と
保
護
者
と
教
員

の
球
技
大
会
等
も
行
い
ま
し
た
。
木
内
先

生
は
祖
父
と
親
交
が
あ
っ
た
せ
い
か
私

を
ま
る
で
孫
の
よ
う
に
接
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

Ｑ
．
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

千
恵
子
さ
ん
：
今
の
子
ど
も
た
ち
は
恵
ま

れ
過
ぎ
て
物
事
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
が
薄
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

も
う
す
こ
し
周
り
の
人
た
ち
に
対
し
て

気
配
り
と
か
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
た

ら
良
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
小
学
校

５
年
の
時
長
野
県
に
集
団
疎
開
し
、
食
べ

る
も
の
が
な
く
、
ひ
も
じ
く
て
渋
柿
を

拾
っ
て
食
べ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

終
戦
直
後
に
は
木
造
の
校
舎
の
さ
さ

く
れ
だ
っ
た
床
を
、
生
徒
が
皆
で
毎
日
雑

巾
が
け
を
し
ま
し
た
。
棘
が
さ
さ
る
と
痛

か
っ
た
で
す
よ
。
大
変
な
時
代
を
過
ご
し

て
き
た
の
で
す
。

水
江
さ
ん
：
私
は
成
徳
と
い
う
有
難
い
所

に
入
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
在
学
中
に
学
校
の
名

前
を
汚
す
よ
う
な
悪
口
を
言
っ
た
友
人

を
す
ご
く
怒
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

「
そ
れ
じ
ゃ
ぁ 

な
ん
で
こ
の
学
校
に
来
た

の
」
と
言
っ
て
廊
下
で
…
卒
業
後
、
そ
の

友
人
は
成
徳
を
周
囲
に
勧
め
る
ま
で
に

応
援
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
お
世
話
に

な
っ
た
学
校
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
、
そ

れ
に
特
に
目
上
の
人
に
対
す
る
言
葉
づ

か
い
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
学
生
の
時
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
を
や
っ
て
欲
し
い
で
す
。

精
克
さ
ん
：
今
の
東
京
成
徳
に
来
て
い
る

生
徒
さ
ん
は
い
ろ
ん
な
学
校
を
選
択
し

て
本
校
を
希
望
し
、
親
も
入
れ
た
い
と

思
っ
て
入
学
さ
せ
て
い
る
。
木
内
秀
樹
理

事
長
も
そ
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
し
て

学
園
を
変
え
な
が
ら
、
先
生
方
も
し
っ
か

り
応
え
て
い
る
。
施
設
も
整
っ
て
い
る
の

で
学
園
全
体
の
良
さ
を
感
じ
て
時
間
を

ム
ダ
に
過
ご
さ
な
い
で
欲
し
い
。
い
ろ
い

ろ
な
意
味
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
時
間
を

大
事
に
、
今
そ
の
時
を
大
切
に
し
て
欲
し

い
。
私
た
ち
も
成
徳
に
お
世
話
に
な
っ
た

と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
で
成
徳
の
良
さ

を
話
し
て
い
る
。
そ
の
繋
が
り
が
３
代
・

４
代
と
成
徳
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

桂
子
さ
ん
：
今
の
若
い
人
た
ち
に
先
輩
の

言
わ
れ
た
言
葉
を
し
っ
か
り
聞
い
て

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
自

分
の
母
校
を
誇
り
に
持
て
る
よ
う
に

思
っ
て
く
だ
さ
い
。

精
克
さ
ん
：
長
男
・
次
男
に
子
ど
も
が
で

き
た
ら
出
来
れ
ば
成
徳
に
入
れ
て
繋
い

で
い
き
た
い
。
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教育活動

　

学
園
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
一
環

と
し
て
幼
稚
園
か
ら
英
語
の
導
入
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
中
学
校
・
高
校

で
は
英
語
を
母
国
語
と
す
る
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
を
教
員
に
配
置
し
、
授
業

以
外
の
学
校
生
活
を
担
う
こ
と
に
よ
っ

て
英
語
や
外
国
文
化
を
身
近
な
も
の
に

し
た
り
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
な

ど
特
色
あ
る
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

深
谷
中
学
校

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

　

８
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
「
校
内
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
各
学
年
に
外

国
人
講
師
２
人
を
迎
え
て
、
３
日
間
英
語

漬
け
で
過
ご
す
合
宿
で
す
。
１
年
生
は

「
１
人
で
ス
ピ
ー
チ
」
を
、２
年
生
は
「
３

人
１
組
で
ス
キ
ッ
ト
（
寸
劇
）」
を
課
題

に
し
、
最
終
日
に
、
生
徒
、
先
生
、
保
護

者
の
前
で
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　

特
に
２
年
生
は
、
３
日
間
を
校
内
の
宿

泊
施
設
で
寝
泊
ま
り
し
て
、
ゲ
ー
ム
や
音

楽
、
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
、
講
師
の
母

国
の
文
化
に
触
れ
る
な
ど
、
リ
ス
ニ
ン
グ

や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
を
体
感
し
、
原
則
的
に

英
語
だ
け
の
環
境
の
中
で
、
生
徒
は
ス

キ
ッ
ト
に
必
要
な
「
会
話
力
」
を
磨
い
て

い
く
の
で
す
。
そ
し
て
、
２
日
目
の
夕
方

か
ら
は
３
人
１
組
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス

キ
ッ
ト
を
作
り
は
じ
め
ま
す
。
テ
ー
マ
は

「
学
校
生
活
」
で
し
た
。
本
番
で
は
、
小

物
を
活
用
し
た
り
、
身
振
り
手
振
り
で
、

み
ん
な
見
事
に
演
じ
き
り
ま
し
た
。
物
語

は
、“
転
校
生
”
や
“
忙
し
い
友
人
”
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
ユ
ー
モ
ア
で
わ
か
せ
て

い
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

講
師
の
先
生

は
、「
生
徒
は

私
を
知
ろ
う
と

進
ん
で
質
問
し

た
り
、
ど
ん
ど

ん
英
語
に
積
極

的
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
英

語
力
は
高
い
の
で
、
そ
れ
を
生
か
す
気
持

ち
を
、
こ
れ
か
ら
も
持
っ
て
欲
し
い
で

す
。」
と
３
日
間
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、「
普
段
使
う
単
語
で
セ

リ
フ
を
作
っ
た
の
で
す
が
、
講
師
の
先
生

に
実
際
に
海
外
で
使
う
表
現
や
言
い
回

し
を
教
え
て
も
ら
っ
て
変
え
て
い
き
ま

し
た
。」「
３
人
で
セ
リ
フ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
る
た
め
に
、
話
し
合
い
ま
し

た
。」「
劇
が
短
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、“I like

”
の
あ
と
に
“because

”

を
使
う
な
ど
、
会
話
を
加
え
て
い
き
ま
し

た
。」
と
、
言
い
回
し
や
テ
ン
ポ
、
そ
し

て
話
の
展
開
の
仕
方
ま
で
学
び
ま
し
た
。

中
高
一
貫
部
（
中
学
校
）

「
英
語
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
」
を

合
言
葉
に

　

平
成
24
年
度
よ
り
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー

カ
ー
に
よ
る
授
業
を
導
入
し
、
現
在
は
中

学
１
年
生
で
英
語
の
授
業
時
数
が
週
８
時

間
、
う
ち
３
時
間
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー

カ
ー
に
よ
る
授
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
は
学
習
者
で
あ
る
以
前
に
、
英
語

話
者
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
英
語
科

で
は
、
音
と
意
味
が
直
感
的
に
連
結
す
る

体
作
り
を
念
頭
に
置
き
、
特
に
英
語
を
習

い
始
め
る
１
年
生
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

に
英
語
の
音
を
自
ら
発
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
身
の
回
り
に
流

れ
て
い
る
英
語
を
拾
い
上
げ
る
耳
の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
中
学
３
学
年
に
そ

れ
ぞ
れ
学
年
所
属
教
員
と
し
て
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
が
い
る
と
い
う
恵
ま
れ
た

環
境
の
中
、
授
業
中
に
限
ら
ず
、
休
み
時

間
で
も
放
課
後
で
も
あ
た
り
前
の
よ
う
に

英
語
で
話
し
か
け
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
生
徒
た
ち
は
、
例
え
ば
日
本
語
で
会
話

を
し
て
い
る
最
中
で
あ
っ
て
も
、
自
分
に

向
け
て
発
信
さ
れ
た
英
語
を
簡
単
に
拾
い

上
げ
る
耳
が
自
然
と
で
き
あ
が
っ
て
き
ま

す
。
中
に
は
、
自
分
に
向
け
ら
れ
た
も
の

で
な
く
て
も
、
関
心
の
あ
る
内
容
な
ら
ば

敏
感
に
反
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
生
徒
も

い
ま
す
。
そ
う
し
て
、
音
と
し
て
の
英
語

が
し
っ
か
り
と
口
と
耳
に
つ
い
て
い
る
生

徒
ほ
ど
、
い
わ
ゆ
る
英
文
法
の
理
解
・
定

着
に
要
す
る
時
間
が
短
く
、
高
い
運
用
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、「
英
語
で
で
き
る
」
生
徒

の
育
成
と
、
そ
の
「
で
き
る
こ
と
」
の
質

を
高
め
る
こ
と
が
英
語
の
学
力
向
上
へ

の
近
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
や
ビ
デ
オ
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
、
発
信
型
の
課

題
を
１
年
生
か
ら
取
組
ま
せ
続
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
伝
え
た
い
こ
と
を
き
ち
ん

と
伝
え
ら
れ
る
発
信
力
（
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）
と
、
正
確
に
受
け

取
る
受
信
力
（
リ

ス
ニ
ン
グ
・
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
）
を
ま

ん
べ
ん
な
く
伸
張

さ
せ
、
４
技
能
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
英
語
話
者
の
育

成
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成　

中
学
校
・
高
校
の
取
り
組
み
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教育活動

高
校
（
高
等
部
）

特
進
Ｓ
コ
ー
ス
の
ク
ラ
ス
の
副
担
任
は

カ
ナ
ダ
出
身
のD

a
ve

y

（
デ
イ
ビ
ー
）

先
生
で
す
。

　

当
初
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
木
内
校

長
に
“Y

ou can do it.

”
と
励
ま
し
を

い
た
だ
き
務
め
て
い
ま
す
。
朝
・
夕
の

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
担
任
の
平
川
先
生
と

共
に
出
席
し
ま
す
。
毎
日
の
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
で
生
徒
た
ち
に
違
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
ス

を
提
供
し
考
え
さ
せ
る
の
は
と
て
も
大

変
で
す
が
、
生
徒
た
ち
に
英
語
に
触
れ
る

機
会
を
多
く
設
け
、
生
徒
の
志
望
を
実
現

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

D
avey

先
生
か
ら
生
徒
の
み
な
さ
ん
へ

英
語
の
上
達
の
秘
訣
に
つ
い
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
英
語
の

学
習
は
容
易
で
は
な
い
が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
難
し
い
こ
と
で

は
な
い
と
」

ホームルームにて
「How are then connected?」

English Speech Contest
Every year during the cultural festival, all three grades of the junior high school participate in an English speech contest. The 
theme differs for each of the year groups and is designed amongst other things to highlight the English learnt throughout the 
students’ time at the school. The main aim of the contest is to give speakers the opportunity to practice present and display 
their language skills to a wide audience; skills that are required in order for Japan to compete in a globally competitive 
market place where English holds the key to success for future Japanese generations. The speech contest currently has 
an international element with the inclusion of the assistant principal of a school in England as a judge who joins via a live 
video link. The speech contest is then watched at a later date by students in the UK through a U-stream link found on Tokyo 
Seitoku’s website. The themes for this year’s speech contest were:

1st Grade: My favorite people         2nd Grade: Stereotypes of Japan         3rd Grade: Places in Japan 

Simon Brass the assistant principal of Brigshaw High school in England described the speech contest in the following way;

“The speech contest gives students at Tokyo Seitoku the opportunity to learn how to listen to advice, improve pronunciation, 
develop presentation skills, learn how to communicate in front of a large audience and learn how to persuade an audience 
through the way they deliver their speeches…..all vital skills for the future of any individual entering the global marketplace”.

Mr. Brass along with 21 Junior High school students will participate in a homestay at Tokyo Seitoku in June 2015. During this 
time students from both countries will study presentation and speaking skills together.

To see this year’s speech contest in full please visit the Tokyo Seitoku website
http://www.tokyoseitoku.jp/js/index.html

Message to Students

Learning English is not easy. However, it is not difficult either. The best way for Japanese students to learn English is to be an 
active learner. 

Step1:  students should search for English - don’t wait for it! Instead of using a Tango-cho, make a personal Tango-cho. 
Instead of watching English TV for entertainment only, study and learn the real meaning of the dialogue and story.  Most 
importantly, in class and at school events students should ask your(foreign) teacher questions.

Step2:  students should set weekly goals.  For example, memorize 10 verbs in a week.  Step-by-step, week-by-week, you will 
improve!

 John(Edward Francis) Davey

　文化祭の時に開催されたスピーチコンテストの様子についてWalker（ウォーカー）先生に報告していただきました。各学年に設けら
れたテーマ（１年「私の好きな人」２年「日本らしさ」３年「日本の場所」）に応じ、培われた語学力でプレゼンテーションを行います。コ
ンテストはライブ中継され、イギリスのBrigshaw高校のBrass教頭先生に講評をおこなっていただきました。2015年6月Brass先生
は中学生を連れ来日し、両校の生徒によるスキルアップをする予定です。
　コンテストの様子はホームページで見ることができます。http://www.tokyoseitoku.jp/js/index.html
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進路状況

十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス

子
ど
も
学
部
・
経
営
学
部

　

子
ど
も
学
部
の
４
年
生
は
８
割
近
い

学
生
が
保
育
士
及
び
幼
稚
園
教
諭
を
目

指
し
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
授
業
の
中

で
就
職
観
・
職
業
観
の
育
成
に
取
り
組

み
、
卒
業
後
の
目
的
意
識
が
高
い
学
生
が

多
い
た
め
、
例
年
同
様
高
い
就
職
決
定
率

を
見
込
む
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

　

第
３
回
目
の
卒
業
生
と
な
る
経
営
学

部
も
90
％
以
上
の
就
職
決
定
率
を
見
込

む
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

　
「
就
職
に
強
い
東
京
成
徳
大
学
」
ブ
ラ

ン
ド
を
作
り
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
は
、

教
職
員
が
連
携
し
な
が
ら
学
生
の
就
職

活
動
を
支
援
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

就
職
を
取
り
巻
く
環
境
が
改
善
さ
れ

る
中
、
求
め
ら
れ
て
い
る
大
学
の
支
援
は

「
学
生
が
何
を
し
た
い
の
か
・
何
が
出
来

る
の
か
」
を
引
き
出
し
な
が
ら
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
し
て
い
く
個
別
対
応
力
で
す
。

　

学
生
が
納
得
す
る
就
職
を
す
る
た
め

に
、
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し
て
何

を
・
ど
う
い
う
仕
組
み
で
行
っ
て
い
く
か

を
考
え
な
が
ら
対
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス

人
文
学
部
・
応
用
心
理
学
部

　

４
年
生
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
ご
報

告
し
ま
す
。
八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の

就
職
決
定
率
（
卒
業
見
込
者
の
う
ち
内
定

や
進
学
の
決
ま
っ
て
い
る
学
生
の
比
率
）

は
61.6
％
で
前
年
同
時
期
を
５
％
ほ
ど
上

回
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
時
に
は
80
％
を
見

込
み
ま
す
。

　

昨
年
も
10
％
程
度
改
善
し
ま
し
た
の

で
こ
こ
数
年
の
就
職
決
定
率
の
向
上
は

目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
新
卒

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
環
境
が
良
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
１

年
次
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
科
の
授
業
に
お
け
る
教
育
内
容
の

工
夫
等
に
よ
り
、
学
生
が
一
段
と
力
を
付

け
て
き
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
航
空
㈱
、
り
そ
な
グ
ル
ー
プ
、
東

光
電
気
工
事
㈱
な
ど
上
場
あ
る
い
は
そ

れ
に
準
じ
る
企
業
に
就
職
を
決
め
た
学

生
は
十
数
人
に
な
り
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
地
元
千

葉
県
の
優
良
企
業
に
も
多
く
の
学
生
が

進
路
を
決
め
て
い
ま
す
。
千
葉
日
野
自
動

車
㈱
や
丸
金
印
刷
㈱
と
い
っ
た
千
葉
県

経
営
者
協
会
の
会
員
企
業
や
千
葉
県
中

小
企
業
家
同
友
会
の
企
業
が
中
心
に

な
っ
て
い
ま
す
。
自
宅
通
勤
を
希
望
す
る

学
生
は
年
々
増
え
て
お
り
、
キ
ャ
リ
ア
支

援
担
当
と
し
て
さ
ら
に
就
職
先
を
開
拓

し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
福
祉

関
係
で
は
（
福
）愛
光
、（
福
）慶
美
会
と

い
っ
た
福
祉
施
設
を
は
じ
め
（
社
）桐
和

会
、
板
橋
中
央
医
科
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
な

医
療
関
係
や
株
式
会
社
に
よ
る
経
営
の

福
祉
機
関
な
ど
幅
広
く
進
路
を
決
め
て

い
ま
す
。

進
路
状
況

平成26年度　社会人スキルアップ講座【八千代キャンパス】
【前期到達目標】卒業後の具体的な進路を見出すために、日本の経済や社会の現状を把
握し、かつ就業に向けての様々な能力の気付きと強化を図る。

【後期到達目標】前期で身に付けた知識や能力･技法に更に磨きをかけるとともに、自分自身
の描く進路に則した業界や企業研究を通してのこれらを実社会で活用するための方法を探る。

講座名称 講座名称
1 卒業後の職業人生について考える 16 ビジネスマナー講座
2 進路選択の考え方（1）　内的キャリアの理解 17 業界・企業研究Ⅰ（各職種における具体的仕事内容を知る）
3 進路選択の考え方（2）　内的キャリアの探索 18 業界・企業研究Ⅱ（業界の全体像を知る）
4 社会人としてのルールとマナーを習得 19 業界・企業研究Ⅲ（業界人から話を聞く）
5 ビジネスワークを通してシゴトを理解しよう（1） 20 業界・企業研究Ⅴ（企業研究のノウハウを知る）
6 ビジネスワークを通してシゴトを理解しよう（2） 21 業界・企業研究Ⅵ（中小企業の魅力を知る）
7 ビジネスワークを通してシゴトを理解しよう（3） 22 履歴書の書き方講座（大学時代に力を注いだこと編）
8 ビジネスワークを通してシゴトを理解しよう（4） 23 履歴書の書き方講座（自己PR編）
9 ビジネスワークを通してシゴトを理解しよう（5） 24 履歴書の書き方講座（志望動機編）
10 社会を知り、自分との接点を考える（1） 25 求人票の見方、会社説明会のまわり方講座
11 社会を知り、自分との接点を考える（2） 26 面接対策講座 , 履歴書用証明写真撮影会
12 SPI 模擬試験＆対策講座 27 グループディスカッション対策講座
13 先輩の就職体験談を聞く会 28 就活本番に向けて今後の行動計画を立てる
14 一般常識対策講座 29 学内合同企業研究会
15 前期講座の振り返り（自己理解・職業理解・社会理解の確認） 30 学内合同企業研究会の振り返り
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進路状況

　

学
科
別
に
み
る
と
、
観
光
文
化
学
科
は

11
月
末
時
点
で
ほ
ぼ
100
％
進
路
は
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理

学
科
の
女
子
も
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
て
男

子
と
合
わ
せ
る
と
73.3
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
の
日
本
伝
統
文
化
学
科
、

国
際
言
語
文
化
学
科
、
福
祉
心
理
学
科
、

臨
床
心
理
学
科
は
50
〜
60
％
の
決
定
率

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
担
当
は
引
き
続
き
全

力
を
あ
げ
て
一
人
ひ
と
り
の
学
生
の
希

望
の
進
路
実
現
の
た
め
に
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
が
た
に
お
か

れ
ま
し
て
も
お
子
様
へ
の
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
文
中

の
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。）

短
期
大
学
の
就
職
状
況

　

幼
児
教
育
科
は
例
年
と
同
様
に
、
ほ
と

ん
ど
の
学
生
が
保
育
士
及
び
幼
稚
園
教

諭
を
目
指
し
就
職
活
動
を
し
て
お
り
、
現

在
（
12
月
４
日
）
の
就
職
決
定
率
は
78.4
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
定
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

㈱
ゲ
オ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
　
内
定

経
営
学
部 

経
営
学
科

Q
．
就
職
活
動
を
ふ
り
か
え
っ
て

　

就
職
活
動
を
始
め
る
前
か
ら
自
分
の

や
り
た
い
方
向
を
決
め
て
い
た
の
で
、
志

望
す
る
業
界
を
多
く
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

受
け
ま
し
た
。
面
接
に
も
進
め
な
い
企
業

が
あ
り
悔
し
い
思
い
も
し
ま
し
た
が
、
私

の
好
き
な
も
の
を
仕
事
に
す
る
と
い
う

思
い
の
強
さ
、
そ
し
て
ゼ
ミ
の
先
生
や
学

生
生
活
課
の
就
職
指
導
担
当
の
方
の
支

え
が
あ
り
志
望
す
る
業
界
に
内
定
を
頂

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

Q
．
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

大
学
生
活
中
に
や
り
た
い
こ
と
を
探

し
て
お
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
場

合
は
洋
服
が
好
き
な
の
で
ア
パ
レ
ル
企

業
を
受
け
よ
う
思
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
も
の
が
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合

は
就
職
情
報
サ
イ
ト
を
見
て
、
興
味
の
あ

る
企
業
の
企
業
説
明
会
に
参
加
す
る
と

企
業
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
入

社
意
欲
が
湧
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
欲
し
い

で
す
。
楽
し
ん
だ
中
に
自
分
の
強
み
が
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
学

生
を
企
業
は
求
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

㈱
メ
ガ
ネ
ト
ッ
プ
　
内
定

人
文
学
部 

日
本
伝
統
文
化
学
科

Q
．
就
職
活
動
を
ふ
り
か
え
っ
て

　

あ
る
程
度
行
き
た
い
業
界
は
当
初
か

ら
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
他
の
業
界
も

見
て
み
よ
う
と
合
同
企
業
説
明
会
で
は

興
味
が
あ
り
そ
う
な
と
こ
ろ
の
話
も
聞

き
な
が
ら
就
職
活
動
を
し
ま
し
た
。
何
十

社
も
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
の
で
は
な
く
興

味
や
人
事
の
方
の
人
柄
等
を
見
な
が
ら

選
び
、
選
考
を
受
け
ま
し
た
。
結
局
、
選

考
を
受
け
た
の
は
少
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
自
分
が
学
ん
で
来
た
こ
と
を
き
ち
ん

と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
良
い
経
験
と

な
り
ま
し
た
。

Q
．
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

ま
ず
分
か
ら
な
い
事
が
あ
っ
た
り
、
悩

ん
で
い
る
事
が
あ
っ
た
り
し
た
ら
学
生

支
援
課
キ
ャ
リ
ア
支
援
担
当
に
行
く
こ

と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、
顔
を
出
し
に
行

く
だ
け
で
も
就
活
に
使
え
る
資
料
を
貰

え
た
り
し
ま
す
。

　

や
た
ら
と
、
沢
山
の
企
業
の
選
考
等
を

受
け
る
の
で
は
な
く
自
分
を
見
失
わ
な

い
程
度
に
見
極
め
な
が
ら
就
活
を
し
て

下
さ
い
。

　

そ
し
て
、
一
つ
人
と
は
違
う
「
学
生
時

代
に
力
を
い
れ
た
こ
と
」
を
し
て
み
る
と

よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
き
る
だ
け
後
悔
の
無
い
よ
う
、
思
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
素
直
に
話
し
て
就

職
活
動
を
行
っ
て
下
さ
い
。

〔
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
〕

平成 26 年度　大学就職内定先（一部、順不同）
日通商事㈱、君津信用組合、㈱メガネトップ、中部国際空港旅客
サービス㈱、丸金印刷㈱、千葉日野自動車㈱、国際自動車㈱、東光
電気工事㈱、㈱パレスホテル、大竹建窓㈱、㈱三井不動産ホテル
マネジメント、橋本産業㈱、㈱地域新聞社、（医）崇徳会、（福）愛光、
（福）慶美会、（福）ひまわり会、日本航空㈱、㈱アドバンス、㈱サンリ
ツ、千葉県警、りそなグループ、綜合警備保障㈱、㈱ナルミヤ・イ
ンターナショナル、長谷川ホールディングス㈱、丸眞㈱、㈱キタム
ラ、朝日信用金庫、㈱ユナイテッドアローズ、㈱、ゴディバジャパ
ン㈱、㈱木下工務店、㈱目黒雅叙園、㈱ナムコ、三菱樹脂㈱、㈱マ
ルエツ、㈱ゲオホールディングス、丸三証券㈱、㈱東京鋲兼、㈱イ
ング、長谷川ホールディングス㈱、㈱メッセージ、情報科学システ
ム、㈱エクセル、㈱東武ストア、㈱ジョリーパスタ、京都きもの友
禅㈱、㈱幸楽苑、㈱サタケ　公立小学校、公私立幼稚園・保育所

山
本 

勇
さ
ん

三
田 

百
合
菜
さ
ん



— 14 —

同
窓
会
の
開
催

　

９
月
20
日
に
、
本
年
度
の
大
学
院
同
窓

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
部
で
は
、

臨
床
心
理
士
資
格
認
定
試
験
の
模
擬
試

験
が
行
わ
れ
、
試
験
本
番
を
間
近
に
控
え

た
多
く
の
修
了
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
第

２
部
は
、
OB
・
OG
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
修
了
生

に
よ
る
心
理
臨
床
の
職
業
体
験
に
関
す

る
講
話
）
が
開
催
さ
れ
、現
役
の
院
生
は
、

先
輩
の
貴
重
な
体
験
を
熱
心
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。
第
３
部
は
、総
会
が
行
わ
れ
、

最
後
は
、
修
了
生
、
現
役
の
大
学
院
生
、

教
職
員
が
一
堂
に
会
し
て
、
懇
親
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

本
大
学
院
の
様
々
な
教
育
・
研
究
活
動

が
、
た
く
さ
ん
の
修
了
生
た
ち
に
支
え
ら

れ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て

強
く
感
じ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

修
士
論
文
中
間
発
表
会

　

10
月
４
日
、
今
年
度
２
回
目
と
な
る
修

士
論
文
の
中
間
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
ポ
ス
タ
ー
形
式
で
の
発
表

と
な
り
、
M
２
年
生
の
院
生
は
、
や
や
緊

張
し
た
面
持
ち
で
、
教
員
や
参
加
者
か
ら

の
質
問
に
応
対
し
て
い
ま
し
た
。
あ
た
か

も
学
会
発
表
の
会
場
の
よ
う
に
、
各
研
究

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
M
２
年
生
の
み
な
さ
ん

は
、
１
月
末
の
提
出
日
に
向
け
て
、
修
士

論
文
を
仕
上
げ
て
い
く
段
階
に
な
り
ま

す
が
、
た
く
さ
ん
の
示
唆
が
得
ら
れ
た
今

回
の
中
間
発
表
は
、
有
益
な
時
間
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
M
１
年
生
の
院
生
に
と
っ

て
も
、
次
年
度
の
修
士
論
文
作
成
に
向
け

て
自
分
の
研
究
計
画
を
検
討
す
る
上
で

有
意
義
な
会
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
学
部

子
ど
も
学
と
は
（
リ
レ
ー
掲
載
⑰
）

『
子
ど
も
と
は
何
か
』
を
問
い
な
お
す

助
教 

吉
田 

直
哉

　
「
子
ど
も
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る

と
き
、
そ
こ
に
は
、
何
ら
か
の
価
値
判
断

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
子
ど

も
の
よ
う
な
感
性
の
持
ち
主
だ
ね
」
と
言

わ
れ
た
人
は
、「
純
粋
」「
新
鮮
」
な
感
性

を
持
っ
て
い
る
と
褒
め
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
と
思
う
に
違
い
な
い
。
一
方
、「
子
ど

も
っ
ぽ
い
考
え
を
し
て
い
る
な
」
と
言
わ

れ
た
人
は
、「
稚
拙
」「
軽
率
」
な
思
考
回

路
し
か
持
っ
て
い
な
い
と
、
蔑
ま
れ
た
よ

う
に
感
じ
る
だ
ろ
う
。「
子
ど
も
と
は
何

か
」
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
が
意
識
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う

な
、「
子
ど
も
ら
し
さ
」
が
も
つ
両
義
性

で
あ
る
。「
子
ど
も
ら
し
い
」
と
い
う
属

性
は
、
プ
ラ
ス
に
も
評
価
さ
れ
う
る
し
、

逆
に
も
評
価
さ
れ
う
る
。
し
か
し
、「
子

ど
も
」
の
「
本
質
」
は
、
そ
の
よ
う
な
価

値
的
な
判
断
を
中
断
し
た
と
こ
ろ
に
、
突

如
と
し
て
現
れ
て
く
る
こ
と
が
少
な
く

な
い
。
ニ
ー
チ
ェ
は
、
哲
人
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ

ス
ト
ラ
に
、
こ
う
語
ら
せ
て
い
る
。「
子

ど
も
と
は
純
真
で
あ
る
、
忘
却
で
あ
る
、

新
し
い
始
ま
り
で
あ
る
」。
こ
こ
で
は
、

私
た
ち
「
大
人
」
が
当
た
り
前
の
も
の
と

し
て
信
じ
込
ん
で
い
る
「
常
識
」
と
は
異

質
な
、
新
し
い
世
界
観
、
価
値
観
が
、「
子

ど
も
」
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
。「
子
ど
も

と
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
」
と
は
、「
大

人
で
あ
る
こ
と
」
に
対
し
て
、
ち
い
さ
な

休
符
を
与
え
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

経
営
学
部

　
　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
開
催

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
が
２
年
目

に
入
っ
た
今
年
、
経
営
学
部
は
10
月
の
桐

友
祭
で
授
業
の
一
環
と
し
て
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
の
タ
イ
ト
ル
は
「JU

JO
 G

IR
L

S
 

C
O

L
L

E
C

T
IO

N

」、
テ
ー
マ
は
「
エ
シ

カ
ル
＆
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
」、
環
境
や
人
に

や
さ
し
い
服
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
は
初
め
て
の

試
み
の
た
め
様
々
な
企
業
や
ブ
ラ
ン
ド

の
協
力
を
得
ま
し
た
が
、
シ
ョ
ー
全
体
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
モ
デ
ル
、
ス
タ
イ
リ
ン

グ
、
音
楽
、
照
明
、
司
会
進
行
な
ど
は
学

生
自
ら
が
行
い
ま
し
た
。
モ
デ
ル
の
募
集

を
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
行
っ
た

と
こ
ろ
、
子
ど
も
学
部
や
幼
児
教
育
科
か

ら
も
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
シ
ョ
ー
は
十

条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
挙
げ
て
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ

た
モ
デ
ル
の
動
き
や
音
楽
も
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
レ
ッ
ス
ン
や
リ
ハ
ー
サ
ル
を
重
ね

る
ご
と
に
揃
う
よ
う
に
な
り
、
当
日
は
約

500
人
入
る
楷
の
木
ホ
ー
ル
が
い
っ
ぱ
い

と
な
り
、
盛
大
か
つ
華
や
か
な
シ
ョ
ー
と

な
り
ま
し
た
。

　

学
生
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
通

じ
て
普
段
の
授
業
で
は
得
ら
れ
な
い
貴

重
な
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
子
ど
も
学
部
や
幼
児
教
育
科
の
学
生

大
学
院

大
学　

十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
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に
も
高
い
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
た

め
、
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
を
盛
り
上

げ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

学
内
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
た
だ
い
ま

「
学
内
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、

学
生
の
居
場
所
づ
く
り
、
学
生
と
教
職
員

の
交
流
の
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

教
室
棟
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ホ
ー
ル
や
、
情

報
棟
の
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
、
一
部
の
教
室
な

ど
を
、
楽
し
い
広
場
と
し
て
デ
ィ
ズ
プ
レ

イ
し
、
居
心
地
の
よ
い
場
所
に
す
る
た
め

に
、
学
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
工
夫
を

重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し

て
、
八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
で
も

「
学
生
の
た
め
の
図
書
館
づ
く
り
」
を
進

め
て
お
り
、
マ
ン
ガ
の
導
入
や
、
学
生
ラ

ウ
ン
ジ
で
の
展
示
な
ど
、
図
書
館
を
も
っ

と
身
近
な
居
場
所
と
し
て
利
用
し
て
も

ら
う
試
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

オ
ー
プ
ン
し
た
待
望
の
コ
ン
ビ
ニ
（
Y

シ
ョ
ッ
プ
）
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
に
は
な

か
っ
た
よ
う
な
取
組
み
が
次
々
と
行
わ

れ
、
学
生
た
ち
も
積
極
的
に
利
用
し
て
い

る
よ
う
で
す
。八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
が「
ふ

れ
あ
い
の
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
」
と

し
て
長
年
模
索
し
て
き
た
取
り
組
み
が
、

よ
う
や
く
こ
こ
に
来
て
大
き
く
開
花
し

た
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も「
ラ
ウ
ン
ジ
・

カ
フ
ェ
」
や
学
園
祭
と
の
連
動
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
実
現
す
る
見
通

し
で
、明
る
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
て
、

皆
が
一
致
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
い
う
点
に
お
い
て
、
今
後
の
八
千
代

キ
ャ
ン
パ
ス
が
た
い
へ
ん
楽
し
み
で
す
。

短
期
大
学
基
準
協
会
に
よ
る
第
三
者
評

価
を
受
け
ま
し
た

　

短
期
大
学
第
三
者
評
価
は
、
教
育
の
質

の
保
証
と
短
期
大
学
の
主
体
的
な
改
革
・

改
善
を
支
援
す
る
目
的
で
短
期
大
学
基

準
協
会
が
実
施
し
、
各
短
期
大
学
は
７
年

に
一
度
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
建
学
の
精
神
と
教
育
の
効
果
〉〈
教
育
課

程
と
学
生
支
援
〉〈
教
育
資
源
と
財
的
資

源
〉〈
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
〉

の
４
つ
の
基
準
及
び
建
学
の
精
神
に
基
づ

い
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
に
つ
い
て
ア

ピ
ー
ル
す
る
〈
選
択
的
基
準
評
価
〉
に
つ

い
て
、
平
成
25
年
度
ま
で
の
本
学
の
取
組

を
自
己
点
検
・
評
価
し
て
報
告
書
を
作
成

し
、
６
月
に
評
価
員
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
９
月
30
日
か
ら
10
月
１
日
に

４
名
の
評
価
員
が
来
校
し
、
提
出
し
た
報

告
書
を
基
に
、
面
接
調
査
及
び
学
内
施
設

の
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
面
接
調
査
に

は
、
学
長
を
は
じ
め
幼
児
教
育
科
教
員
、

事
務
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
が
参

加
し
て
全
学
一
致
の
体
制
で
評
価
員
か

ら
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。「
建
学
の
精

神
を
周
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
の

言
動
に
変
化
が
見
ら
れ
た
か
？
」、「
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
の
定
期
的
な
点
検
に

向
け
た
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
？
」、「
実
習
事
前
指
導
で
実
習

に
出
す
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
学
生

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
か
？
」、「
就
職
指
導
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
？
」、「
社
会
人
入
学
生
の

満
足
度
は
高
い
か
？
」
な
ど
、
多
岐
に
渡

る
質
問
が
出
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
質
問

に
対
し
て
も
担
当
の
教
職
員
が
具
体
的

に
説
明
し
て
回
答
し
、
ピ
ュ
ア
・
レ

ビ
ュ
ー
の
精
神
に
則
っ
た
面
接
は
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
行
し
て
、
評
価
員

か
ら
改
善
を
要
す
る
大
き
な
課
題
が
指

摘
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
12
月
19
日
付
内
示
で
「
適
格
」

と
い
う
評
価
結
果
を
受
け
、
教
養
教
育
・

職
業
教
育
・
地
域
貢
献
の
取
り
組
み
等
、

本
学
の
個
性
を
伸
長
さ
せ
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
の
成
果
を
発
展
さ
せ
、
短
期

大
学
と
し
て
の
特
性
を
活
か
し
て
、
教
育

の
質
的
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

理
科
の
新
し
い
挑
戦
（
取
り
組
み
）

　

今
年
は
、
科
学
の
分
野
に
お
い
て
、
日

本
人
と
し
て
誇
ら
し
い
出
来
事
が
沢
山

あ
り
ま
し
た
。
日
本
人
物
理
学
者
３
名
の

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
の
受
賞
、
は
や
ぶ
さ

２
の
宇
宙
の
長
旅
へ
の
ス
タ
ー
ト
、
個
人

的
に
は
世
界
初
の
燃
料
電
池
の
自
動
車

（
ミ
ラ
イ
）
の
一
般
発
売
も
…
で
す
。

　

中
高
一
貫
部
で
も
、
教
科
書
の
範
囲
を

超
え
た
内
容
に
挑
戦
を
し
て
い
く
こ
と

は
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
と
っ
て
大

切
な
こ
と
だ
と
考
え
、
先
端
技
術
の
研
究

（
者
）
や
生
活
を
快
適
に
し
て
い
る
科
学

な
ど
に
直
接
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て

き
ま
し
た
。

大
学　

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス

短
期
大
学

中
高
一
貫
部
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具
体
的
に
は
、
６
月
・
10
月
に
日
本
科

学
未
来
館
か
ら
招
い
た
科
学
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
タ
ー
が
フ
ァ
シ
リ
テ
イ
ト
す
る
対

話
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
対
象
：
高
２
）、

11
月
に
㈱
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
か
ら
招
い

た
10
名
程
の
若
手
社
員
に
よ
る
コ
ピ
ー

機
の
体
験
授
業
（
対
象
：
中
２
）、
11
月

後
半
に
大
学
の
教
官
を
招
い
て
行
っ
た

実
験
・
実
習
を
含
む
出
前
講
座
（
７
講
座 

対
象
：
高
１
中
心
に
中
２
〜
高
２
ま
で
）

で
す
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
講
師
側
か

ら
の
一
方
通
行
の
講
演
で
は
な
く
、
生
徒

達
が
能
動
的
に
行
動
・
活
動
す
る
機
会
が

盛
り
込
ま
れ
、
生
徒
達
の
イ
キ
イ
キ
し
た

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
、
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
が
、
今
後
も
他
で
は
あ
ま
り
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
試
み
を
生
徒
達
に

提
供
し
、
生
徒
自
ら
が
課
題
を
見
つ
け
探

究
し
て
い
く
よ
う
な
教
育
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
校
生
書
評
合
戦
首
都
大
会岩

下
さ
ん
優
勝

　

お
薦
め
の
本
を
観
客
の
前
で
紹
介
し
、

ど
の
本
が
一
番
読
み
た
く
な
っ
た
か
を

決
め
る
「
高
校
生
書
評
合
戦
首
都
大
会

２
０
１
４
」（
都
教
育
委
員
会
主
催
、
読

売
新
聞
社
な
ど
後
援
）
が
11
月
15
日
、
国

立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
文
芸
部
１
年
岩
下
咲

來
彩
さ
ん
が
優
勝
、
翌
日
の
読
売
新
聞
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
東
京
・

神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
の
地
区
大
会
勝
者

31
名
が
お
気
に
入
り
の
本
を
手
に
取
り

な
が
ら
、
５
分
間
の
制
限
時
間
内
で
そ
の

魅
力
を
発
表
、
観
客
の
投
票
で
順
位
を
決

め
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
岩
下
さ
ん
は
、
ゴ
キ
ブ
リ
の

意
外
な
優
し
さ
な
ど
に
触
れ
た
『
嫌
わ
れ

も
の
ほ
ど
美
し
い—

ゴ
キ
ブ
リ
か
ら
寄

生
虫
ま
で
』（
ナ
タ
リ
ー
・
ア
ン
ジ
ェ
著
、

草
思
社
）
を
紹
介
し
、
生
き
物
が
持
つ
イ

メ
ー
ジ
は
必
ず
し
も
正
し
く
は
な
い
と

し
た
う
え
で
、「
嫌
い
な
人
が
い
て
も
、

そ
の
人
の
い
い
と
こ
ろ
を
探
そ
う
と
す

れ
ば
、
人
間
関
係
は
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
の

で
は
」
と
熱
弁
を
振
る
い
ま
し
た
。

　

書
評
合
戦
（
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
）
は
、

「
人
を
通
し
て
本
を
知
る
、
本
を
通
し
て

人
を
知
る
。」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
全

国
に
広
ま
っ
て
い
る
本
の
紹
介
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
す
。
岩
下
さ
ん

は
、
文
芸
部
員
を
は
じ
め
多
く
の
仲
間
の

応
援
を
受
け
、
度
重
な
る
激
戦
（
東
京
都

大
会
・
首
都
大
会
）
を
勝
ち
抜
い
て
、
１

月
の
全
国
大
会
（
全
国
高
等
学
校
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
決
勝
大
会
）
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。

ど
く
し
ょ
甲
子
園

文
芸
部
・
２
年
連
続　

優
秀
賞
受
賞

　

１
冊
の
本
を
語
り
合
っ
た
成
果
を
一

枚
の
「
ど
く
し
ょ
ボ
ー
ド
」
で
表
現
す
る
、

高
校
生
の
読
書
会
コ
ン
ク
ー
ル
「
第
５
回

ど
く
し
ょ
甲
子
園
」（
朝
日
新
聞
社
な
ど

主
催
、
文
部
科
学
省
後
援
）
の
入
賞
作
品

高
等
部

未来をつくる対話型ワークショップ
〜生物多様性〜

コピー機の体験授業出前講座の実験
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（
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２
点
、
奨
励

賞
３
点
）
が
決
定
し
、『
モ
モ
』（
Ｍ
・
エ

ン
デ
著
、
岩
波
少
年
文
庫
）
を
取
り
上
げ

た
文
芸
部
の
松
岡
武
君
（
２
年
）、
杉
山

志
穂
さ
ん
、
前
田
萌
依
季
さ
ん
（
１
年
）

の
チ
ー
ム
が
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
文

芸
部
の
入
賞
は
昨
年
の
優
秀
賞
に
続
い

て
２
年
連
続
、
本
校
生
徒
の
入
賞
も
３
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
受
賞
作
品
は
、
11
月

30
日
の
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

「
時
間
っ
て
何
」
と
い
う
興
味
で
選
ん
だ

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
名
作
『
モ
モ
』、
読
書

会
で
は
、「
時
間
」
の
他
に
「
自
由
」
と
「
束

縛
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
浮
か
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
２
つ
を
対
立
す
る
概

念
と
し
て
議
論
を
始
め
た
ら
何
度
も
行

き
詰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
物
語
の
世
界

か
ら
離
れ
、
授
業
や
部
活
な
ど
現
実
で
考

え
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の
よ

う
に
ル
ー
ル
に
縛
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
楽
し
め
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。「
自
由
は
束
縛
が
あ
っ
て
こ

そ
存
在
す
る
。
束
縛
の
多
い
社
会
で
も
、

楽
し
く
自
由
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
で

輝
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」
そ
ん

な
日
々
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
た
１

冊
で
し
た
。

中
学
生
と
市
長
と
の
対
話
会

　

11
月
７
日
、
小
島
進
深
谷
市
長
に
来
校

し
て
い
た
だ
き
、
生
徒
と
市
長
さ
ん
の
対

話
会
が
集
会
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
小
島
市
長
さ
ん
が
、
今
年
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
で
、
準
グ
ラ
ン

プ
リ
に
輝
い
た
「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
」
を
連

れ
て
き
て
く
れ
た
の
で
、
全
員
で
記
念
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
生
徒
を
代
表
し
て
１
年
生
の

加
島
未
唯
さ
ん
が
「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
に
つ

い
て
」、
山
田
翔
暉
く
ん
が
「
市
民
に
よ

る
多
文
化
交
流
の
活
性
化
に
つ
い
て
」、

２
年
生
の
上
條
月
さ
ん
が
「
花
園
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
拠
点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
」、
栄
田
雅
一
く
ん
が
「
新

し
い
市
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
」、
渡
邉

慶
太
郎
く
ん
が
「
市
長
さ
ん
の
仕
事
に
関

連
し
て
」、
市
長
さ
ん
に
質
問
し
ま
し
た
。

市
長
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
丁
寧

に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

２
年
生
の
川
本
実
果
さ
ん
は
、「
市
長

さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
市
長
さ
ん
も
た

く
さ
ん
の
苦
労
を
し
て
い
る
の
だ
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
さ
ん
の
深

谷
市
へ
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
市
長
さ
ん
と
一
緒
に
努
力
し
て
き

た
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
の
話
、
市
庁
舎
の
建

設
、
花
園
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
作

る
と
い
う
話
な
ど
、
新
し
く
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
多
く
て
驚
き

ま
し
た
。
中
学
生
の
私
が
ど
ん
な
に
忙
し

い
と
思
っ
て
も
、
市
長
さ
ん
の
忙
し
さ
に

は
か
な
わ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
現
在

の
問
題
と
、
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
事
を

両
方
考
え
な
が
ら
深
谷
市
を
良
く
し
て

い
こ
う
と
い
う
思
い
に
心
を
う
た
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
忙
し
い
市
長
さ
ん
で
す

が
、
今
回
の
対
話
会
や
市
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
市
民
の
声

を
直
接
聞
い
て
い
る
姿
は
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。
私
も
今
、
や
り
た
い
こ
と

「
ど
く
し
ょ
甲
子
園
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
中

左から杉山さん、松岡君　前田さん

　

文
芸
部
は
、
高
等
部
図
書
室
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
挑
戦

だ
け
で
な
く
、
小
説
を
執
筆
し
た
り
、

他
校
と
の
交
流
会
に
参
加
し
た
り
、
休

日
に
は
文
学
散
歩
に
出
か
け
た
り
と
ア

ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
し
て
い
る
と
て
も
楽

し
い
ク
ラ
ブ
で
す
。

深
谷
中
学
校

小島市長とふっかちゃんを囲んで記念撮影
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が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
丁

寧
に
、
そ
し
て
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。」
と
感
想
を
述
べ
て
く
れ
ま
し

た
。

「
税
に
関
す
る
作
文
」
会
長
賞
受
賞

　

毎
年
、
熊
谷
税
務
署
や
大
里
地
区
租
税

教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
租
税
教
育
の
取

組
み
と
し
て
「
税
の
作
文
」
や
「
租
税
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
２
年

生
の
進
学
コ
ー
ス
の
生
徒
を
対
象
に
「
税

の
作
文
」
を
、
３
年
生
の
進
学
コ
ー
ス
の

生
徒
を
対
象
に
、
講
師
の
方
を
お
招
き
し

て
「
租
税
教
室
」
を
12
月
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
回
、「
税
に
関
す
る
作
文
」
で

２
年
Ｄ
組
木
崎
彌
春
さ
ん
が
、
見
事
「
関

東
信
越
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。
今
回
の
作
品
の
応
募
数
は
536

点
で
し
た
。

　

表
彰
式
は
11
月
12
日
に
行
わ
れ
、
本
校

終
業
式
に
お
い
て
受
賞
作
品
を
全
校
生

徒
の
前
で
朗
読
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

本
人
の
喜
び
の
声

「
こ
の
度
の
受
賞
を
大
変
嬉
し
く
、
光
栄

に
思
っ
て
い
ま
す
。
税
の
作
文
を
書
く
に

あ
た
っ
て
、
自
分
の
感
じ
た
こ
と
や
、
現

在
の
日
本
の
経
済
状
態
に
つ
い
て
考
え

た
こ
と
を
素
直
に
発
表
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
税
が
も
た
ら
す

影
響
力
と
、
福
祉
の
関
連
性
の
高
ま
り
に

注
目
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。」

こ
ど
も
ま
つ
り
へ
参
加

　

さ
く
ら
ん
ぼ
保
育
園
こ
ど
も
ま
つ
り

に
進
学
コ
ー
ス
保
育
系
の
有
志
が
参
加

し
ま
し
た
。
企
画
し
た
巨
大
す
ご
ろ
く
で

は
、
コ
マ
を
進
め
て
い
く
と
魚
釣
り
や

ボ
ー
リ
ン
グ
、
輪
投
げ
に
お
も
ち
ゃ
作

り
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
挑
戦
し
、
最
後
は
本
校
生
徒
と
ジ
ャ

ン
ケ
ン
を
し
て
ゴ
ー
ル
で
メ
ダ
ル
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
生
徒
は
子
ど
も
た

ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
一
つ
一

つ
の
企
画
を
丁
寧
に
作
り
上
げ
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
の
３
年
生
石
川
さ
ん
は
「
当
日

は
雨
で
し
た
が
、
順
番
待
ち
の
行
列
が
で

き
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
に

き
て
く
れ
、
一
生
懸
命
取
組
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。
学
年
が
違
う
メ
ン

バ
ー
を
ま
と
め
る
の
は
大
変
で
し
た
が
、

全
員
で
協
力
し
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。」
と

振
り
返
っ
て
い
ま
い
た
。
本
番
に
至
る
ま

で
生
徒
は
普
段
見
せ
な
い
活
き
活
き
と

し
た
表
情
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
保
育

士
を
目
指
す
生
徒
に
と
っ
て
自
信
を
つ

け
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
、
生
徒
の
取
組
み
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

チ
ア
ダ
ン
ス
部
「IN

FIN
IT
Y

」（
無
限
大
）

　

深
谷
市
の
「
青
淵
ま
つ
り
」
に
参
加
し
、

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
降
り
し
き
る

雨
の
中
、
観
客
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
手
拍

子
も
い
た
だ
き
な
が
ら
最
後
ま
で
笑
顔

で
元
気
に
踊
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
無
限
大
の
力
を
信
じ
て

踊
り
、
関
東
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
秋
季
競
技
大

会
を
突
破
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
支
え
て
く
だ
さ

る
皆
様
へ
の
感
謝
の
心
を
大
事
に
し
、
演

技
と
チ
ア
ス
マ
イ
ル
で
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

秋
の
大
運
動
会

　

２
週
連
続
の
大
型
台
風
に
合
い
残
念
な

が
ら
２
度
の
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
英

語
指
導
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
先
生
の
「
サ
ー
ド
・

深
谷
高
校

幼
稚
園

ライオンキング 2014 Seitoku Version
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タ
イ
ム
・
ラ
ッ
キ
ー
」
と
の
言
葉
の
通
り
、

当
日
は
雲
一
つ
な
い
晴
天
に
恵
ま
れ
、
大

運
動
会
を
開
催
で
き
ま
し
た
。

　

年
少
は
、
黄
緑
の
パ
ン
ツ
に
赤
い
羽
根

の
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
に
な
り
き
り
、
か
わ
い

ら
し
い
し
ぐ
さ
に
思
わ
ず
、
保
護
者
は
微

笑
み
、
年
中
の
組
体
操
は
、
一
つ
一
つ
の

演
技
を
太
鼓
に
合
わ
せ
て
機
敏
に
動
く
姿

は
素
晴
ら
し
く
、
そ
し
て
、
年
長
全
員
に

よ
る
「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
４

S
eitoku V

ersion

」
は
野
外
劇
風
の
マ
ス

ゲ
ー
ム
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
幼

稚
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、
体
形
変
化
を
ふ
ん

だ
ん
に
織
り
込
ん
だ
曲
を
使
い
、
高
度
の

演
技
に
も
か
か
わ
ら
ず
集
中
力
も
切
れ
る

事
な
く
、
最
後
ま
で
力
一
杯
ラ
イ
オ
ン
に

な
り
き
り
ま
し
た
。
園
児
達
は
、
大
勢
の

方
の
前
で
演
技
し
き
っ
た
満
足
感
が
感
じ

ら
れ
、
そ
れ
が
観
客
の
皆
様
も
感
激
に
変

わ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
体
が
一
体
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
園
長
も
ラ
イ
オ
ン

の
お
父
さ
ん
役
で
衣
装
を
ま
と
い
、
演
技

に
加
わ
り
、
一
層
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
一
人
ひ
と
り
が
力

を
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
達
は
自
信
に
満
ち

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
保
護
者
の
協
力
の
も

と
、
大
勢
だ
か
ら
で
き
る
素
晴
ら
し
い
思

い
出
を
心
に
深
く
刻
む
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

保
護
者
も
わ
が
子
の
成
長
ぶ
り
に
感
動

し
、
大
勢
の
方
が
涙
し
て
い
ま
し
た
。

成
徳
ま
つ
り

　

７
月
17
日
、
毎
年
夏
休
み
に
入
る
前
の

時
期
に
お
祭
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
浴
衣

や
甚
平
な
ど
の
夏
ら
し
い
服
装
で
登
園

し
ま
す
。
園
庭
で
は
お
み
こ
し
を
担
い
だ

り
、
盆
踊
り
を
踊
っ
た
り
し
ま
し
た
。
室

内
で
は
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
ゲ
ー
ム
が
用
意

さ
れ
、
友
達
と
一
緒
に
お
宝
す
く
い
・
金

魚
釣
り
な
ど
楽
し
み
ま
す
。
子
ど
も
達
が

普
段
の
遊
び
の
中
で
使
え
る
お
も
ち
ゃ

が
景
品
と
な
り
ま
す
。
今
年
は
「
光
る
う

ち
わ
」
を
も
ら
い
ま
し
た
。
夏
の
日
差
し

を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
て
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
楽
し
い
夏
休
み
前
の
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
広
場

　

８
月
の
後
半
に
親
子
で
参
加
す
る
活

動
を
毎
年
、
大
学
子
ど
も
学
部
と
短
大
幼

児
教
育
科
の
先
生
方
の
協
力
を
得
て

行
っ
て
い
ま
す
。
26
日
の
年
中
の
音
楽
広

場
で
は
、
手
作
り
の
打
楽
器
を
使
っ
て
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
た
た
い
た
り
、
歌
っ
た

り
と
楽
し
い
活
動
で
し
た
。
28
日
は
年
長

の
造
形
広
場
で
、
大
き
な
透
明
な
ビ
ニ
ー

ル
に
思
い
思
い
の
絵
を
描
き
（
写
真
）、

そ
の
上
に
特
殊
な
絵
具
を
塗
り
ま
し
た
。

後
で
乾
く
と
絵
が
浮
き
上
が
り
、
ま
る
で

水
中
に
い
る
よ
う
な
絵
と
な
り
ま
し
た
。

29
日
の
年
少
の
体
操
広
場
で
は
、
新
聞
紙

や
レ
ジ
袋
を
使
っ
て
楽
し
く
運
動
遊
び

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
等

大
学

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
男
子
）

関
東
大
学
リ
ー
グ
戦
３
部
リ
ー
グ 

３
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
女
子
）

関
東
大
学
リ
ー
グ
戦
４
部
リ
ー
グ 

４
位

中
学
・
高
校

昭
和
シ
ェ
ル
石
油
環
境
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

ジ
ュ
ニ
ア
部
門　

奨
励
賞

薬
物
乱
用
防
止
推
進
事
業　

地
区
会
長
賞

書
道
部

国
際
高
校
生
選
抜
書
展　

秀
作
賞　

入
選

南
関
東
地
区
団
体
優
秀
賞

文
芸
部

高
校
生
書
評
合
戦
首
都
大
会　

優
勝

ど
く
し
ょ
甲
子
園　

優
秀
賞

バ
ト
ン
部

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会

高
等
学
校
の
部
バ
ト
ン
編
成　

金
賞

中
学
校
の
部
バ
ト
ン
編
成　

銀
賞

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
女
子
）

ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ　

ベ
ス
ト
８

深
谷
高

美
術
部

私
学
文
化
祭
作
品
展 

絵
画
部
門　

佳
作

バ
レ
ー
部

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会

北
部
支
部
予
選
会　

準
優
勝

第
二
幼
稚
園
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学校法人 東京成徳学園　http://www.tokyoseitoku.ac.jp

東京成徳大学大学院 http://www.tsu.ac.jp/gra 電話 03—3927—4116
東京成徳大学 http://www.tsu.ac.jp PC

http://www.tsu-mobile.com 携帯

子ども学部　経営学部 十条台キャンパス入学課 電話 03—3908—4566（直通）
人文学部　応用心理学部 八千代キャンパス入試広報課 電話 047—488—1000（直通）

東京成徳短期大学 http://www.tsc.ac.jp

十条台キャンパス入学課 電話 03—3908—4566（直通）
東京成徳大学中学・高等学校

中高一貫部 http://www.tokyoseitoku.jp/js 電話 03—3911—2786
高等部 http://www.tokyoseitoku.jp/hs 電話 03—3911—5196

東京成徳大学深谷中学・高等学校

中学校 http://tsfj.jp 電話 048—573—1784
高等学校 http://www.tsfh.jp 電話 048—571—1303

東京成徳短期大学附属幼稚園 http://www.tokyoseitoku.ac.jp/t-kind 電話 03—3911—6337
東京成徳短期大学附属第二幼稚園 http://www.tokyoseitoku.ac.jp/y-kind 電話 048—854—2151
東京成徳スイミングスクール 電話 03—3914—2383

学校法人　東京成徳学園　　　〒 114 − 8526　東京都北区豊島 8 − 26 − 9　TEL 03 − 3911 − 2411　FAX 03 − 3911 − 6500
法人本部企画調査室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京成徳広報　第37号　平成27年1月発行

平成 27 年入試カレンダー・お問い合わせ先

平成 27 年入試カレンダー

※最新の情報については各校ホームページ等でご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土
1 月 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
・深谷中

11 12
・深谷中

13 14 15 16 17
・深谷中

18 19 20 21 22
・高校
・深谷高

23 24
・深谷高

25
・短大
・大学

26 27 28 29 30 31
・深谷中
・大学院

日 月 火 水 木 金 土
2 月

1
・中学

2
・中学

3
・中学
・短大
・大学

4 5 6 7

8
・中学

9 10
・高校

11 12
・深谷高

13 14
・高校
・大学

15 16 17
・短大
・大学

18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土
3 月

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10
・�大学（子ど
もを除く）

11 12
・深谷高

13 14

15 16 17 18 19 20 21
・�大学（経営
のみ）

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31


